
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 予 定 

１ 木  

２ 金 修学旅行結団式 

３ 土  

４ 日   

５ 月 
２年修学旅行（～８日） 

赤い羽根共同募金（～10 日） 

６ 火  

７ 水  

８ 木 SSW 来校 

９ 金  

10 土  

11 日   

12 月  

13 火 ⑦カット６コマ日課 

14 水 45 分短縮授業 

15 木  

16 金 1 年消費者教育 3 年ヤング講座 

17 土 

1 年・2年α県下一斉実力試験  

2 年β校内 SPI 模試  

3 年北予備ファイナル模試 

18 日 3 年北予備ファイナル模試 

19 月 1・2 年 CORE3 校オンライン授業 

20 火 掃除・⑦カット 6 コマ日課 

21 水  

22 木 45 分短縮授業 ノー残業デー 

23 金 
３コマ授業(月①②③) 終業式・大掃除 

拉致問題講話 

24 土   

25 日 ノー開放デー 

26 月 冬季補習(～28 日) 

27 火  

28 水  

29 木   

30 金  

31 土  

第８号 令和４年 11 月 29 日 発行 

◆12 月の行事予定◆  

e-mail：hokushounishi-h@news.ed.jp HP：http://www2.news.ed.jp/section/hokushounishi-h/   

『 疑問を持ち続ける 』 

          教頭 酒井 太一 

 

 １１月９日、本校の地域探究アドバイザーである中島洋先生

をお招きして、全学年において地域探究講習会が開催されまし

た。生徒の皆さんは、探究活動においては「自ら学び考える姿

勢」・「『なぜなのか』を追求する姿勢」が大切であることを

理解したはずです。 

『 大切なのは疑問を持ち続けることだ。 』 

天才の代名詞としてよく引き合いに出されるアインシュタイ

ンの名言のうちの一つです。アインシュタインの凄さに関して

は、色々な逸話が残っています。例えば 9歳でピタゴラスの定

理(三平方の定理)を美しいと考え自力で証明を完成した話や、

12歳で微分積分学を独学で習得した話など様々です。ただ、ア

インシュタインは次のような言葉も残しています。 

『 私には特別な才能はない。ただ、情熱的に好奇心が 

旺盛なだけだ。 』 

つまり、必要なのは特別な才能などではなく、1つのことに

どれだけ深く取り組むことが出来るかだと言っています。自分

には、才能がないと嘆くのではなく、自分が興味の持てること

に対して、好奇心や疑問を持って取り組む事が大切だと話して

います。 

疑問を持つということは、わからないことに対して「なぜな

のか」と興味を持つことで、好奇心につながっていきます。探

究活動時だけでなく日々の授業や行事等においても「なぜなの

か」を意識してみましょう。先生方は皆さんのそのような疑問

にしっかりと答えられるように準備して待っています。だか

ら、皆さんも不安がらずに色々なことに疑問をもって授業等へ

臨んで下さい。才能なんか重要ではありません。大事なことは

多くの疑問・好奇心をもって学習や日々の生活に取り組むこと

です。 

本校の地域探究活動においては、小値賀町役場・小値賀町議

会はじめ地域の皆さまに日頃から多大なるご協力をいただき、

感謝申し上げます。今後も「北松西高生としてできることは何

か」という視点で取り組んで参りますので、ご支援のほどよろ

しくお願いいたします。 

mailto:hokushounishi-h@news.ed.jp
http://www2.news.ed.jp/section/hokushounishi-h/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おぢかへの思いを言葉に…  少年の主張大会 
１１月１０日（土）に離島開発総合センターで「少年 

の主張大会」が開催され、１年生の森幸奈さん、２年生の 

川村聖斗さんが出場しました。森さんは、小値賀の街並み 

への興味を空き家問題に広げて街並みの保全を論じ、 

川村さんは、小値賀の人々の温かさに育てられ、家業を手 

伝う中で抱いた「愛する小値賀に貢献したい」という思いを語りました。 

高校の部   最優秀賞 ： 川村聖斗「小値賀を愛する」 

         入  選 ： 森 幸奈「美しい街並みを」 

  

 

 

音楽がひとつに♪ 音楽でひとつに♪ 

11 月 10日(木)、本校体育館にて小中高の児童・生徒が一同に介して 

芸術鑑賞会が行われました。 

今年度は「長崎 OMURA 室内合奏団」の方々に来島いただき、約９０ 

分のコンサートが開かれました。 

前半ではクラシックを中心に国内外の様々な楽曲を演奏していただきました。 

後半には小・中学・高校の校歌をアレンジした曲や、中高の吹奏楽部が演奏に加わった曲などの演奏で

会場全体が一体となって音楽に耳を傾けていました。 

曲の鑑賞や楽器にまつわるクイズ・解説を通して、自然と体を動かしたり、口ずさんだりする生徒も。 

あっという間の９０分でしたが、音楽のもつ美しさや面白さ、パワーを全身で感じることができました。

長崎OMURA 室内合奏団の皆さん、素晴らしい演奏を、本当にありがとうございました！ 

歴史民俗資料館 清掃活動のお知らせ 

北松西高校 ３年 地域探究 観光班 

北松西高校３年生が町議会で歴史民俗資料館の活性化について考え、発表しました。 

その取組の 1 つとして下記の通り資料館内の清掃活動を行います。 

ご協力をしていただける方はぜひ参加をお願いします！ 

 

１.日 程 令和４年１２月１０日（土）１０時～１１時 

２.定 員 １５名 

３.持ち物 タオル・飲み物 

４.内 容 庭園の草むしり、室内の拭き掃除 

５.申 込 https://forms.office.com/r/LZX6yJynQw 

 

 

参加申し込みはこちらの QR コード または URL から！ 

https://forms.office.com/r/LZX6yJynQw

